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研究成果の概要（和文）：選挙人リストから全ての宗教者を排除し、仏教僧を政治領域から退出させたブータン
の新制度の下で、仏教界は大規模な放生や灌頂儀礼の開催等をとおして社会文化領域での存在感を増している。
そのなかで、ときに犠牲獣の供犠を伴う「野蛮」な土着の呪術や自然神崇拝は徐々に周縁化され、肉食や屠殺に
対する忌避感は拡大しつつある。本研究では屠畜とその対極にある放生・不殺生をめぐる価値の競合過程を、畜
産局、県議会、牧畜民、仏教僧や民間の放生団体、呪術者、そして屠場経営者や屠畜者といった多様なアクター
からなる相互交渉のプロセスをとおして描出した。

研究成果の概要（英文）：While the new political system of Bhutan disfranchised all religions 
personalities and excluded them from public political sphere, Buddhist monasteries and monks are 
conducing grand Buddhist rituals to save the animals and increasing its influences on the society. 
In those situation, "savage" indigenous rituals and worships involving the sacrifice of animals have
 been gradually marginalized and the sense of repulsion for carnivorous eating and slaughter is 
expanding. This study aimed to describe how the society redefine the conventional pastoral custom of
 slaughter and the presence of slaughterer in the society though the dispute between the slaughter 
renunciation movement and increasing economic demands for slaughterhouses. 

研究分野： 政治人類学、南アジア地域研究
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１．研究開始当初の背景 
仏教王国ブータンは 2007 年を契機に民主

立憲君主制を選択し、普通選挙と複数政党制
を掲げたより民主的な国家を目指して新た
な歩みを始めた。この民主化政策は政治の世
俗化を一つの柱とし、その中ですべての宗教
者が選挙人リストから排除され、従来国会に
一定の議席を留保されていた仏教界は公の
政治領域から排除されることとなった。しか
し、仏教界は宗教領域での活動に専心するこ
とで、社会文化領域において一層大きな影響
力を持ちつつある。仏教界の活動の拡大・活
発化は、一方で仏教徒であることをブータン
国民の独自性の一つと定義する国家の文化
戦略を支えていると言える。しかし他方では、
各地で実践されてきた多様な呪術信仰や自
然神崇拝などの宗教実践を徐々に周縁化し、
豊かで多元的・共存的なブータンの宗教空間
を一元化する動きを生み出している。特に僧
侶たちが掲げる不殺生戒の厳格化は、屠畜に
関わる生業や肉食を伴う祭祀のありように
も変化を促しつつあった。 
 

２．研究の目的 
本研究では、民主化期ブータンにおける仏

教界や仏教僧の位置づけとその変容を、他の
宗教実践の広がりを視野に入れつつ確認す
る。その上で、仏教界から常に問題視されて
きた屠畜の習慣と屠畜者の位置づけをめぐ
り、いかなる価値の競合過程が生起している
のかを、畜産局と牧畜民、移民、仏教僧やそ
の他の宗教者、地方議会や村落会議など、多
様なアクターによる相互交渉のプロセスを
とおして描出し、新たな価値体系が構築され
る契機とその動態を多元的に捉えようとす
るものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、資料調査と現地でのフィールド
ワークによる聞き取り調査によって進めた。
資料に関しては、ブータン政府の行政資料、
僧院等の文書資料、クエンセル等の新聞記事
を中心に収集と分析を行った。また、フィー
ルドワークでは、牧畜村での個別世帯調査の
ほか、農業省の諸機関、各地の村落会議、僧
侶や民間の放生団体を対象とした聞き取り
調査とその分析を行った。 
牧畜村での飼育家畜が標高により異なる

ヒマラヤ地域の特徴を踏まえ、調査対象村落
は南北地域間の垂直的な差異及び東西地域
間の水平的な差異の双方の比較を念頭に置
きながら抽出した。北部山岳地域では西部の
ハ県及びティンプー県から各 1村、中部では
ブムタン県とモンガル県から各１村、東部で
はタシガン県のメラ・サクテン各郡から１村、
そして南部ではトンサ県南部、チラン県、サ
ルパン県の数村を抽出し、現代の牧畜業と屠
畜実践についての聞き取りを行った。この際、
合わせて各村の宗教実践の在りようを、年次
儀礼での聞き取りや病床時の治癒祈祷への
参与観察によって明らかにしようと試みた。 

 さらに、近年顕著な仏教実践の一つである
放生（ほうじょう）に注目し、新聞記事等か
らの動向調査とともに、実践を主導する諸団
体や放生によって放たれた家畜の受け入れ
先村落での聞き取り及び実態調査を行った。 
 放生、つまり捕らえられた生き物を解き放
ち、命を救うという仏教実践は、生き物の命
を奪う屠畜行為と表裏の関係にある。そこで、
国内の精肉市場、農業省畜産局の食品管理機
関、関連屠場での観察および聞き取り調査を
実施した。 
 
４．研究成果 
 本研究では、政治領域の世俗化を目指した
政府の諸政策が社会文化領域における宗教
の活性化を導いているとする自身の仮説を
検証する手掛かりとして、仏教的な放生実践
と、その裏面にある屠畜者の存在に注目し、
屠畜と放生という二つの事象の社会におけ
る位置づけとその変容を検討した。 
 放生に関する聞き取り調査では、2002 年に
僧侶が中心となって結成された放生団体と
は別に、2010 年代には民間の動物放生協会も
幾つか結成されていること、それらの団体が
市民からの寄付金の募集、家畜の売買情報の
取得、屠畜仲介業者からの家畜の買取りとそ
れに続く放生を実施していることが明らか
となった。また、これらの買取った家畜をト
ラックで輸送し、遠方の山地に放つ過程では、
その地域の牧畜民の家畜と放生家畜との間
に資源をめぐるコンフリクトが生じ得るこ
とが、聞き取りから明らかになった。そこか
ら、政府の森林保護政策が、無主の牛を放つ
という放生行為といかに妥協し得るのかと
いう別の課題が明らかになった。 
 放生実践の広がりは屠畜に対する忌避感
を高めたが、それは東部高地の牧畜民やチベ
ット系住民など村落地域の慣習的な屠畜者
たちを一層スティグマタイズし、また、豚な
どの供犠を伴う宗教実践をさらに周縁化し
ていった。2015 年には、畜産局が主導した大
規模屠畜場の建設計画が、中央僧院の嘆願書
とそれに触発されたSNS上の議論の拡散の結
果、廃止に追い込まれている。 
 SNS などのバーチャルな言論空間において
は、屠場建設の是非をめぐる議論が肉食への
懐疑や菜食主義、動物愛護・福祉の潮流と結
びつけて語られるなど、宗教か政治経済か、
というドメスティックな二項対立の枠を超
えた議論に結びついている点も指摘できる。 
また、仏教組織の発展に関しては、ドリン

やペリンとして知られる各地の地域的な仏
教宗派が、よりグローバルなネットワークを
求めて組織化・僧院化するという現象がみら
れ、官民を問わない仏教の制度化現象が確認
できた。うち、政府系僧院による出家僧の地
方派遣は、地域社会における寺をとおした相
互扶助のシステムや、ボン教その他の宗教儀
礼の正統性を揺るがせている。 
 このように、本科研の調査をとおして、地



域社会に根付く村寺や宗教者が、民主化後の
ブータン社会においてグローバルな仏教振
興と結びつきながら再構築され、制度化して
いくプロセスを確認できた。また、放生実践
の拡大に関しては、チベットその他の地域で
の事例も報告され始めており、改めて世界規
模での仏教復興と動物愛護の流れの中で捉
え直していく必要もあるだろう。 
また、仏教教義に基づく放生実践が民間団

体を中心に展開していく動きと、そこから派
生した屠畜忌避が、仏教界や市場、牧畜社会
を巻き込んで多元的な展開をみせているこ
とが明らかとなった。特に屠畜規制は国内に
おける肉の流通の偏りを引き起こし、牧畜民
やネパール系およびチベット系住民の慣習
を周縁化したが、それは同時に、それら高地
や国境地帯に暮らすマイノリティーの人々
が肉畜や屠場経営という経済的資源や機会
を独占する契機にもなりうることを示唆し
ている。また、インド国境を跨いだ牛の移動
制限と瀬戸際における放生という動きと、肉
市場におけるインド産の牛肉に対する需要
の高まりという、相反する動きに関しては、
近年のインド政府における聖牛保護との関
連も含めて調査対象を拡大する必要がある
だろう。 
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